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大船渡市水道事業の現状について 
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第一水源 大船渡第一浄水場 笹崎ポンプ場  Ⓟ 笹崎配水池

（山馬越表流水） （猪頭）
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(１) 管路の総延長と耐震化率 

 

区分・年度区分・年度区分・年度区分・年度    H20H20H20H20    H21H21H21H21    H22H22H22H22    H23H23H23H23    H24H24H24H24    H25H25H25H25    H26H26H26H26    H27H27H27H27    H28H28H28H28    H29H29H29H29    

管路総延長管路総延長管路総延長管路総延長((((㎞㎞㎞㎞))))    259259259259    261261261261    261261261261    262262262262    263263263263    263263263263    222270707070    222276767676    222277777777    222278787878    

導水管導水管導水管導水管((((㎞㎞㎞㎞))))    4444    4444    4444    4444    4444    4444    4444    4444    4444    4444    

送水管送水管送水管送水管((((㎞㎞㎞㎞))))    23232323    23232323    23232323    24242424    24242424    24242424    25252525    26262626    27272727    27272727    

配水管配水管配水管配水管((((㎞㎞㎞㎞))))    232232232232    234234234234    234234234234    234234234234    235235235235    235235235235    241241241241    246246246246    246246246246    247247247247    

耐震化率耐震化率耐震化率耐震化率((((％％％％))))    11114.64.64.64.6    14.914.914.914.9    15.215.215.215.2    15.615.615.615.6    16.116.116.116.1    17.117.117.117.1    18.118.118.118.1    18.618.618.618.6    19.119.119.119.1    19.419.419.419.4    
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 当市の平成 29 年度末における水道管の総延長は、導水管 4.4km、送水管 27.2km、配水管 247.2km

の計 278.8km となっています。 

一方、平成 13年度から取り組んできた管路の耐震施工により、耐震管及び耐震適合性のある管

の布設総延長は平成 29年度末で約 54km、布設総延長に対する耐震化適合率は 19.4％となってい

ます。 

 東日本大震災では、市内５箇所で津波浸水による管路の破損や取水施設等の被害が発生しまし

たが、地震による耐震管の被害はありませんでした。 

こうした状況を踏まえ、計画的な水道施設の耐震化に取り組んでいく必要があります。 
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(２) 給水人口と有収水量の推移 

 

区分・年度区分・年度区分・年度区分・年度    H20H20H20H20    H21H21H21H21    H22H22H22H22    H23H23H23H23    H24H24H24H24    H25H25H25H25    H26H26H26H26    H27H27H27H27    H28H28H28H28    H29H29H29H29    

給水人口給水人口給水人口給水人口((((人人人人))))    31,93531,93531,93531,935    31,67731,67731,67731,677    31,67731,67731,67731,677    30,39430,39430,39430,394    30,2530,2530,2530,253333    30,03930,03930,03930,039    29,89629,89629,89629,896    29,51929,51929,51929,519    29,15229,15229,15229,152    28,70128,70128,70128,701    

前年度比増減前年度比増減前年度比増減前年度比増減((((人人人人))))    △△△△388388388388    △△△△258258258258    0000    △△△△1,2831,2831,2831,283    △△△△141141141141    △△△△214214214214    △△△△143143143143    △△△△377377377377    △△△△367367367367    △△△△451451451451    

増減率増減率増減率増減率((((％％％％))))    △△△△1.21.21.21.2    △△△△0.80.80.80.8    0.00.00.00.0    △△△△4.14.14.14.1    △△△△0.50.50.50.5    △△△△0.70.70.70.7    △△△△0.50.50.50.5    △△△△1.31.31.31.3    △△△△1.21.21.21.2    △△△△1.51.51.51.5    

有収水量有収水量有収水量有収水量((((㎡㎡㎡㎡))))    3,2913,2913,2913,291    3,2833,2833,2833,283    3,3403,3403,3403,340    2,5102,5102,5102,510    2,8702,8702,8702,870    2,9652,9652,9652,965    3,0093,0093,0093,009    3,0403,0403,0403,040    3,0593,0593,0593,059    3,0293,0293,0293,029    
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給水人口は、減少傾向で推移しており、特にも震災後は顕著です。 

有収水量（料金徴収の対象となった水量）は、震災前まで横ばい傾向で推移していましたが、震

災後の平成 23 年度は一時的に大幅な減少となったものの、平成 24 年度から住宅再建や事業所の再

開等により回復傾向となっています。 



4444    

 

(３) 資金残高と純利益の推移 

 

区分・年度区分・年度区分・年度区分・年度    H20H20H20H20    H21H21H21H21    H22H22H22H22    H23H23H23H23    H24H24H24H24    H25H25H25H25    H26H26H26H26    H27H27H27H27    H28H28H28H28    H29H29H29H29    

資金残高資金残高資金残高資金残高((((億円億円億円億円))))    11.211.211.211.2    12.312.312.312.3    11.811.811.811.8    11.411.411.411.4    11.611.611.611.6    13.013.013.013.0    14.414.414.414.4    14.514.514.514.5    15.815.815.815.8    15.815.815.815.8    

水道事業収益水道事業収益水道事業収益水道事業収益    

((((億円）億円）億円）億円）AAAA    

5.835.835.835.83    5.795.795.795.79    5.905.905.905.90    5.075.075.075.07    5.535.535.535.53    6.276.276.276.27    6666.88.88.88.88    7.197.197.197.19    7.027.027.027.02    6.906.906.906.90    

水道事業費用水道事業費用水道事業費用水道事業費用    

((((億円億円億円億円))))    BBBB    

5.415.415.415.41    5.395.395.395.39    5.265.265.265.26    5.225.225.225.22    5.365.365.365.36    5.455.455.455.45    5555.37.37.37.37    5.615.615.615.61    5.645.645.645.64    6.126.126.126.12    

純利益純利益純利益純利益((((億円億円億円億円))))AAAA----BBBB    0.420.420.420.42    0.400.400.400.40    0.640.640.640.64    △△△△0.150.150.150.15    0000.17.17.17.17    0.820.820.820.82    1.511.511.511.51    1.581.581.581.58    1.381.381.381.38    0.780.780.780.78    
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（億円）

 水道会計の資金残高とは、前年度から繰り越した資金（期首残高）に１年間の財務活動の収支

を合算した資金（期末残高）のことで、１年間に現金がどのように動いたかを表すものです。  

当水道会計の資金残高は、震災の影響で平成 22・23 年度に一時的に減少しましたが、その後

は増加傾向にあります。 

 収益的収支についても同様に平成 23 年度に純損失を計上しましたが、平成 24 年度以降は使用

水量の回復や平成 25 年７月の水道料金改定により、純利益を確保することとなりました。 

 今後、給水人口の減少や第４浄水場整備関連事業等による支出の増加が見込まれることから、

資金残高の減少と併せて、純利益も年々減少し、現状のままでは数年後に純損失の計上が見込ま

れます。 
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(４) 企業債残高と償還金の推移 
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企業債残高 元金償還金 利子償還金

（億円）

区分・年度区分・年度区分・年度区分・年度    H20H20H20H20    H21H21H21H21    H22H22H22H22    H23H23H23H23    H24H24H24H24    H25H25H25H25    H26H26H26H26    H27H27H27H27    H28H28H28H28    H29H29H29H29    

企業企業企業企業債債債債残高残高残高残高((((億円億円億円億円))))    40.740.740.740.7    40.640.640.640.6    40.140.140.140.1    38.738.738.738.7    37.437.437.437.4    36.036.036.036.0    34.034.034.034.0    34.934.934.934.9    35.035.035.035.0    37.537.537.537.5    

元金償還金元金償還金元金償還金元金償還金((((億円億円億円億円))))    2.232.232.232.23    2.502.502.502.50    1.751.751.751.75    1.861.861.861.86    1.891.891.891.89    2.582.582.582.58    1.961.961.961.96    2.072.072.072.07    2.112.112.112.11    2.232.232.232.23    

利子償還金利子償還金利子償還金利子償還金((((億円億円億円億円))))    1.011.011.011.01    0.950.950.950.95    0.890.890.890.89    0.850.850.850.85    0.820.820.820.82    0.770.770.770.77    0.730.730.730.73    0.710.710.710.71    0.680.680.680.68    0.650.650.650.65    

企業債借入額企業債借入額企業債借入額企業債借入額((((億円億円億円億円))))    2.342.342.342.34    1.941.941.941.94    0.650.650.650.65    0.240.240.240.24    0.550.550.550.55    1.191.191.191.19    2.112.112.112.11    2.552.552.552.55    2.792.792.792.79    2.452.452.452.45    

平成 29 年度から施工中の「第４浄水場整備事業」は、総事業費が 20 億円を超える大型事業であ

り、併せて実施する日頃市町内の配水管布設工事及び関連施設の整備費用は財源として、企業債を

中心に充てることとしております。これにより、今後の企業債償還金は増加が続き、企業債残高は

令和５年頃には 60 億円に達すると見込んでいます。 

人口減少等で給水収益が減少する中、企業債残高の増加は水道経営に大きな影響を与えることか

ら、第４浄水場関連の事業が終了後は、歳出の抑制に努める必要があります。 



グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例

当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均平成29年度全国平均平成29年度全国平均平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括全体総括全体総括全体総括

　経営の健全性・効率性は概ね良好な状態を維持しています

が、現在整備している浄水場の完成後には、企業債残高及び

減価償却費の増加が見込まれます。

　加えて、給水人口の減少に伴う収益の減少により経営環境

は厳しさを増すことが予想されます。

　施設老朽化の状況については、昭和40～50年代に布設した

送配水管等が、今後、更新時期を迎えるため、財源の確保を

図りながら、より計画的な事業実施が求められます。

　これらの課題に適切に対応するため、今後、水道料金改定

の検討を進めるとともに、効率的な事業運営に留意しながら、

健全経営に努めます。

「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」「管路の経年化の状況」「管路の経年化の状況」「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」「管路の更新投資の実施状況」「管路の更新投資の実施状況」「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率

　各年度、ほぼ一定の割合で推移しており、類似団体よりも低

い水準にあります。今後、復興事業等で整備した施設に係る

減価償却費の高まりにより、上昇傾向になることが予測されま

す。

②管路経年化率

　復興事業により老朽管の更新が進んだことから、類似団体

よりも低い水準となっています。

③管路更新率

　復興事業による管路更新は、耐用年数前で更新実績にはな

りませんが、今後更新時期を迎える老朽管も多数あることか

ら、計画的な更新を進めていく必要があります。

「料金水準の適切性」「料金水準の適切性」「料金水準の適切性」「料金水準の適切性」 「費用の効率性」「費用の効率性」「費用の効率性」「費用の効率性」 「施設の効率性」「施設の効率性」「施設の効率性」「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」「供給した配水量の効率性」「供給した配水量の効率性」「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況

分析欄分析欄分析欄分析欄

1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率

　東日本大震災の影響による給水収益の低下が改善し、継続

的に黒字を計上する安定化傾向にあります。

②累積欠損金比率

　累積欠損金は生じておりません。

③流動比率

　平成26年度以降、地方公営企業会計基準の見直しによっ

て、指標が大きく低下していますが、100％を上回る水準を維

持しており、支払能力に問題はありません。

④企業債残高対給水収益比率

　給水収益が改善し、平成25年度以降ほぼ横ばいに推移して

いるものの、類似団体と比較すると、依然1.5倍程度の高値と

なっています。加えて、現在整備している浄水場の財源につ

いても、企業債を予定しており、今後、当該比率がより高まる

ことが予測されます。

⑤料金回収率

　給水収益が改善し、平成25年度以降は100％以上を維持し

ており、給水に係る費用が給水収益で賄われていることを示

しています。

⑥給水原価

　災害復旧事業の進捗により、配水管布設等の資産減耗費

が増加し、平成29年度は類似団体と比較して高い水準となり

ました。今後も新たな浄水場の整備による減価償却費の増加

等により、当該原価が高まることが予測されます。

⑦施設利用率

　類似団体と比較して高い水準となっており、配水施設が効

率的に利用されていることを示しています。

⑧有収率

　東日本大震災の影響により70％台に低下していましたが、

配水管の更新など漏水防止の取組により類似団体と同程度

の水準まで回復しています。

「経常損益」「経常損益」「経常損益」「経常損益」 「累積欠損」「累積欠損」「累積欠損」「累積欠損」 「支払能力」「支払能力」「支払能力」「支払能力」 「債務残高」「債務残高」「債務残高」「債務残高」

－－－－

- 58.58 77.71 3,425 28,701 20.50 1,400.05 【】【】【】【】

322.51 115.54 ■■■■

資金不足比率(％)資金不足比率(％)資金不足比率(％)資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％) 普及率(％)普及率(％)普及率(％)普及率(％)
1か月20ｍ1か月20ｍ1か月20ｍ1か月20ｍ

3333

当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)
現在給水人口(人)現在給水人口(人)現在給水人口(人)現在給水人口(人) 給水区域面積(km給水区域面積(km給水区域面積(km給水区域面積(km

2222

)))) 給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km

2222

))))

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 37,264

経営比較分析表（平成29年度決算）経営比較分析表（平成29年度決算）経営比較分析表（平成29年度決算）経営比較分析表（平成29年度決算）

岩手県　大船渡市岩手県　大船渡市岩手県　大船渡市岩手県　大船渡市

業務名業務名業務名業務名 業種名業種名業種名業種名 事業名事業名事業名事業名 類似団体区分類似団体区分類似団体区分類似団体区分 管理者の情報管理者の情報管理者の情報管理者の情報 人口（人）人口（人）人口（人）人口（人） 面積(km面積(km面積(km面積(km

2222

)))) 人口密度(人/km人口密度(人/km人口密度(人/km人口密度(人/km

2222

))))

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.20 0.21 0.00 1.98 0.00

平均値 0.59 0.66 0.99 0.71 0.54

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 115.46 129.40 128.21 124.50 112.73

平均値 106.89 110.01 111.21 111.71 110.05

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 42.70 43.01 43.31 43.08 42.59

平均値 37.34 46.66 47.46 48.49 48.05

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 3.86 3.85 0.00 4.64 9.42

平均値 8.39 9.85 9.71 12.79 13.39

①経常収支比率①経常収支比率①経常収支比率①経常収支比率((((％％％％))))

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 7.76 2.80 1.93 1.72 2.64

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 1,708.57 256.58 312.15 259.60 350.63

平均値 909.68 381.53 391.54 384.34 359.47

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 622.40 588.61 589.68 596.08 608.22

平均値 382.65 393.27 386.97 380.58 401.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 106.32 120.52 117.58 118.52 107.72

平均値 96.10 100.47 101.72 102.38 100.12

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

195.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 183.28 169.15 173.62 172.44 188.90

平均値 178.39 169.82 168.20 168.67 174.97

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 70.80 70.76 71.09 67.35 66.61

平均値 59.23 55.13 54.77 54.92 55.63

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 76.29 77.49 77.70 82.77 82.86

平均値 85.53 83.00 82.89 82.66 82.04

②累積欠損金比率②累積欠損金比率②累積欠損金比率②累積欠損金比率((((％％％％)))) ③流動比率③流動比率③流動比率③流動比率((((％％％％)))) ④企業債残高対給水収益比率④企業債残高対給水収益比率④企業債残高対給水収益比率④企業債残高対給水収益比率((((％％％％))))

⑤料金回収率⑤料金回収率⑤料金回収率⑤料金回収率((((％％％％)))) ⑥給水原価⑥給水原価⑥給水原価⑥給水原価((((円円円円)))) ⑦施設利用率⑦施設利用率⑦施設利用率⑦施設利用率((((％％％％)))) ⑧有収率⑧有収率⑧有収率⑧有収率((((％％％％))))

①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率((((％％％％)))) ②管路経年化率②管路経年化率②管路経年化率②管路経年化率((((％％％％)))) ③管路更新率③管路更新率③管路更新率③管路更新率((((％％％％))))

【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】

 ６ ６ ６ ６


